
(57)【要約】
【課題】　従来の皮膚化粧料と比べ、皮膚の張りを保ち、皺、たるみを格段に減少する効
果を生じる皮膚化粧料を提供する。
【解決手段】　化粧基材（精製水、グリセリンなど）中に、主成分としてＬ－カルノシン
及び２－ジメチルアミノエタノール重酒石酸塩（ＤＭＡＥ）をそれぞれ０．１～５．０質
量％加える。
　さらに、ビタミンＣ、ビタミンＥを加えてもよい。
　前記成分を加える皮膚化粧料は、美容液、クリームなどの皮膚に塗布する公知のものの
いずれであってもよい。
【選択図】　　　なし 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
Ｌ － カ ル ノ シ ン 及 び ２ － ジ メ チ ル ア ミ ノ エ タ ノ ー ル 重 酒 石 酸 塩 （ Ｄ Ｍ Ａ Ｅ ） を 夫 々 ０ ． １
～ ５ ． ０ 質 量 ％ 含 有 し て な る 皮 膚 化 粧 料 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 皮 膚 表 面 の 皺 、 た る み を 減 少 す る 効 果 を 有 す る 皮 膚 化 粧 料 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 皮 膚 表 面 の 皺 、 た る み を 減 少 す る 効 果 を 有 す る 皮 膚 化 粧 料 と し て 、 ビ タ ミ ン Ｃ や ビ タ ミ
ン Ｅ な ど を 加 え た も の が あ る が 、 効 果 が い ま だ 不 充 分 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 欠 点 を 解 消 し 、 皮 膚 の 張 り を 保 ち 、 皺 、 た る み を 減 少 す る 効 果 を 生 じ る
皮 膚 化 粧 料 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 者 は 、 鋭 意 研 究 の 結 果 、 Ｌ － カ ル ノ シ ン 及 び ２ － ジ メ
チ ル ア ミ ノ エ タ ノ ー ル 重 酒 石 酸 塩 （ Ｄ Ｍ Ａ Ｅ ） を 適 量 配 合 し た 化 粧 料 を 使 用 す る こ と に よ
り 、 皮 膚 の 張 り を 保 ち 、 皺 、 た る み が 減 少 す る こ と を 知 見 し て 本 発 明 に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 す な わ ち 本 発 明 の 皮 膚 化 粧 料 は 、 Ｌ － カ ル ノ シ ン 及 び ２ － ジ メ チ ル ア ミ ノ エ タ ノ ー ル 重
酒 石 酸 塩 （ Ｄ Ｍ Ａ Ｅ ） を 夫 々 ０ ． １ ～ ５ ． ０ 質 量 ％ 含 有 し て な る 。
　 皮 膚 化 粧 料 は 、 美 容 液 、 ク リ ー ム な ど 皮 膚 に 適 用 す る 公 知 の も の の い ず れ で あ っ て も よ
い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 で は 、 Ｌ － カ ル ノ シ ン 及 び ２ － ジ メ チ ル ア ミ ノ エ タ ノ ー ル 重 酒 石 酸 塩 （ Ｄ Ｍ Ａ Ｅ
） の 持 つ 作 用 の 相 乗 に よ り 、 皮 膚 の 張 り を 保 ち 、 皺 、 た る み を 減 少 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 本 発 明 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 精 製 水 、 グ リ セ リ ン な ど を 含 む 通 常 の 化 粧 基 材 中 に 、 例 え ば Ｌ － カ ル ノ シ ン を ５ ． ０ 質
量 ％ 、 ２ － ジ メ チ ル ア ミ ノ エ タ ノ ー ル 重 酒 石 酸 塩 （ Ｄ Ｍ Ａ Ｅ ） を ４ ． ０ 質 量 ％ 加 え る 。
　 さ ら に 、 ビ タ ミ ン Ｃ 、 ビ タ ミ ン Ｅ 、 グ ル コ サ ミ ン な ど の 肌 （ 皮 膚 ） に 潤 い や 張 り を 与 え
る と さ れ る 公 知 の 成 分 や 、 香 料 、 Ｐ Ｈ 調 整 剤 な ど を 適 宜 加 え 製 品 （ 美 容 液 、 ク リ ー ム な ど
の 皮 膚 化 粧 料 ） に す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 Ｌ － カ ル ノ シ ン 及 び ２ － ジ メ チ ル ア ミ ノ エ タ ノ ー ル 重 酒 石 酸 塩 （ Ｄ Ｍ Ａ Ｅ ） の 量 は
い ず れ も ０ ． １ ～ ５ ． ０ 質 量 ％ で あ れ ば よ い 。 い ず れ か が ０ ． １ 質 量 ％ 未 満 の 場 合 は 、 皮
膚 の 張 り を 保 ち 、 皺 、 た る み を 減 少 す る と い う 効 果 を 生 じ な い し 、 逆 に ５ ． ０ 質 量 ％ を 越
え る 場 合 は 、 製 品 価 格 が 高 騰 す る だ け で 、 ５ ． ０ 質 量 ％ 以 下 の も の と 効 果 に 顕 著 な 違 い を
生 じ な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 皮 膚 化 粧 料 の 作 用 の 根 拠 は 、 明 確 で は な い が 、 以 下 の 抗 酸 化 作 用 、 糖 の 代
謝 の 促 進 作 用 及 び 筋 肉 収 縮 機 能 の 向 上 作 用 の 相 乗 に よ る と 推 定 で き る 。
　 （ 抗 酸 化 作 用 ）
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　 Ｌ － カ ル ノ シ ン の 持 つ 抗 酸 化 作 用 に よ り 、 フ リ ー ラ ジ カ ル に よ る 皮 膚 の コ ラ ー ゲ ン 層 の
破 壊 を 防 ぐ 。
　 （ 糖 の 代 謝 の 促 進 作 用 ）
　 体 内 で 代 謝 さ れ ず に 蓄 積 し た 糖 が 皮 膚 の コ ラ ー ゲ ン と 結 合 し て 、 コ ラ ー ゲ ン 線 維 の 持 つ
伸 縮 性 を 阻 害 し 、 老 人 斑 や 皺 が で き 易 く な る 。 Ｌ － カ ル ノ シ ン は 糖 の 代 謝 を 促 進 し 、 コ ラ
ー ゲ ン と の 結 合 を 防 ぎ 、 老 人 斑 や 皺 を で き 難 く す る 。
　 （ 筋 肉 収 縮 機 能 の 向 上 作 用 ）
　 ２ － ジ メ チ ル ア ミ ノ エ タ ノ ー ル 重 酒 石 酸 塩 （ Ｄ Ｍ Ａ Ｅ ） は 、 ア セ チ ル コ リ ン の 前 駆 体 で
あ り 、 皮 膚 か ら 吸 収 さ れ た 時 、 ア セ チ ル コ リ ン 受 容 体 を 阻 害 し 、 筋 肉 収 縮 機 能 を 高 め る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 化 粧 基 材 中 に 、 Ｌ － カ ル ノ シ ン を ５ ． ０ 質 量 ％ 、 ２ － ジ メ チ ル ア ミ ノ エ タ ノ ー ル 重 酒 石
酸 塩 （ Ｄ Ｍ Ａ Ｅ ） を ４ ． ０ 質 量 ％ 加 え る 。
　 さ ら に 、 ビ タ ミ ン Ｃ 、 ビ タ ミ ン Ｅ 、 グ ル コ サ ミ ン 及 び Ｐ Ｈ 調 整 剤 を 加 え た 製 品 を 、 ３ ０
代 の 女 性 １ ５ 人 に ３ ヶ 月 間 使 用 し て も ら っ た と こ ろ 、 全 員 が 肌 の き め が 細 か く な っ た よ う
な 気 が す る と の 使 用 感 を 持 つ と 共 に 、 ８ 人 が 皺 が 改 善 し た と 報 告 し て き た 。
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